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平成１８年９月１２日 

 

大阪市国民保護協議会 幹事会 会議録 

 
（事務局：横関危機管理担当課長） 

 それでは、ただ今から「大阪市国民保護協議会 幹事会」を始めさせていただきた

いと思います。私は、本日の司会進行を務めさせていただきます、大阪市危機管理

室危機管理担当課長の横関と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

まず最初に、幹事の皆様方には、本日の幹事会は「大阪市国民保護協議会運営

要綱 第７条」の規定に基づきまして、公開で行われることをお知らせします。ただし

現在のところ傍聴者などはおられません。 

 

開会に先立ちまして、お手元にお配りしております資料の確認をさせていただきま

す。上から順番に、「幹事会次第」、「配席表」、「配付資料一覧」というものをつけさせ

ていただいています。 

資料１ 大阪市国民保護協議会構成名簿 

資料２ 第 1回企画部会における主な意見等について 

資料３ 第 1回企画部会の意見等にかかる計画素案における記述等について 

資料４ 第 2回企画部会における主な意見等について 

資料５ （仮称）大阪市国民保護計画（素案）９月１２日版 

資料６ （仮称）大阪市国民保護計画（素案）８月２２日版に対する各機関からの意見

等について 

資料７ 第 2回企画部会の意見等にかかる計画素案における記述等について 

の以上、１０種類の資料をお手元にお配りさせていただいております。資料に過不足

等、ございませんでしょうか。もしございましたら、事務局までお知らせいただきました

らと思います。 

本日ご出席の幹事の皆様は、お手元にお配りした配席表のとおりでございます。

本来であれば幹事様おひとりずつのご紹介を申し上げるべきところでございますが、

時間の都合もございますので、恐縮ではございますが、お手元にお配りした「配席

表」「大阪市国民保護協議会構成名簿」を持ちまして、ご紹介に代えさせていただ

きたいと存じますので、ご了解よろしくお願い申し上げます。 

 なお、本日の幹事会には、近畿経済産業局の赤井様及び社団法人大阪府医師

会の山本様の 2 名の幹事様が欠席されておられますことをご報告させていただき

ます。また１名が遅れておられますが、まもなくいらっしゃるかと思います。 

 それではただ今から、大阪市国民保護協議会の幹事会を開催させていただきます。

開会にあたりまして、千福幹事長からごあいさつさせていただきます。 
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（幹事長：千福室長） 

 大阪市の危機管理室の千福でございます。 

 本日は、皆様方にはお忙しいところ大阪市国民保護協議会の第 1回幹事会にご出

席いただきましてたいへんありがとうございます。 

また、平素から大阪市の行政、特に防災及び危機管理の業務推進に格別のご協

力とご理解をいただきまして改めて御礼申し上げます。 

さて、本日の幹事会におきましては、本年５月に設置いたしました協議会の下に、

委員を補佐する幹事の皆様方、いわゆる各機関の実務担当者となるべき方等にお集

まりをいただきまして、忌憚のない意見をちょうだいすることにより、協議会におきます

審議を円滑に進めてまいりますとともに、各機関相互の連絡調整をスムースに図ると

いうことを目的といたすところでございます。 

私ども大阪市の国民保護計画は、本年度中の策定を目指しておりまして、現在作

業を進めておるわけでございますが、本日の幹事会における審議を経まして、来たる、

２２日には協議会を開催してまいりたい、そういうふうに考えております。その後、来月

１０月には、市民の方々よりご意見をお伺いするということで、パブリックコメントを実施

してまいる予定にしています。 

限られた時間ではございますけれども、国民保護という、万が一に備えまして、住

民の生命、身体及び財産を保護し、被害を最小限にとどめるために、しっかりとした

計画を作成してもらいたいというふうに考えておりますので、幹事の皆様におかれまし

ても、ご協力のほど、よろしくお願いいたしまして、はなはだ簡単ではございますが、

ごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

（事務局：横関危機管理担当課長） 

ありがとうございました。それでは、議事に入ります前に、去る５月１７日に開催し

ました第１回の国民保護協議会以降、人事異動等によりまして、協議会委員及び

幹事の皆様方の中で一部交代されている方がいらっしゃいますので事務局からご

報告させていただきます。 

お手元の「資料１ 大阪市国民保護協議会構成名簿」ををご覧いただきますよう

にお願いいたします。 

本日は幹事会でございますので委員のご出席はございませんが名簿上でご報

告させていただきます。 

まず、交代されました協議会委員の皆様からご報告させていただきます。横に番

号が付いておりますが 

１番 近畿総合通信局 局長  武内 信博 様 

２番 近畿財務局 局長 式部 透 様 
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４番 近畿経済産業局 局長 久貝 卓 様 

５番 中部近畿産業保安監督部近畿支部 支部長 牧野 政雄 様 

７番 近畿運輸局 局長 島﨑 有平 様 

２０番 日本放送協会大阪放送局 副局長 豊田 宏 様 

２２番 西日本電信電話株式会社 取締役大阪支店長 尾﨑 幸博 様 

２３番 関西電力株式会社電力システム事業本部 副事業本部長 青嶋 義晴 様  

以上８人の委員の皆様が就任されておられます。 

続きまして幹事の皆様についてでございますが、幹事会は実は本日が第１回目

でございまして、皆様方にお集まりいただきますのも、本日が初めてになります。５

月の委嘱以降、本日のこの会議までに３人の方が人事異動等で交代されています

のでご報告をさせていただきます。 

７番 近畿運輸局 総務部長 徳野 辰夫 様 

２３番 関西電力株式会社 総務室庶務部長 古川 雅睦 様  

２６番 西日本旅客鉄道株式会社 総務課 担当課長 小栗 茂雄 様  

以上３人の方が新たに幹事に就任されておられますことをご報告させていただきま

す。 

それでは、次に進めさせていただきます。幹事会の議長は、「運営要綱第５条第４項」

の規定に基づきまして、幹事長が議長となることが定められております。千福幹事長

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

（議長：千福室長） 

 それでは、ただ今から、議事に入らせていただきます。 

 大阪市国民保護協議会は、先程もご挨拶で申し上げましたが、５月１７日に開催を

させていただきまして、以降、２回の企画部会を開催したところでございます。この企

画部会につきましては、協議会の各委員の皆様に当日の資料を送付いたしますとと

もに、第 1回目の企画部会につきましては、会議録を送付いたしますとともに、私ども

危機管理室のホームページにおきましても公開するなど、審議の経過をお伝えして

まいったところでございます。 

 素案の審議に入ります前に、事務局から、企画部会における審議経過の概略につ

きましてご報告をさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

（事務局：内藤住民保護企画担当課長） 

大阪市危機管理室住民保護企画担当課長の内藤でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。私のほうから企画部会における審議経過の概略についてご報告さ
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せていただきます。 

 

 企画部会は、６月２１日に第１回、８月２２日に第２回が開催されました。 

まず第１回企画部会においては、計画の骨子案についてご審議いただきました。 

 

 初めに、事務局から、「総論」「武力攻撃事態等への対処」「平素からの備え」及び 

「復旧等」の４編からなる骨子案の構成についてご説明いたしました。 

次に、５月１７日の第１回協議会におきまして委員からご指摘いただきました「国 

民」「住民」「市民」という用語の使い分けにつきまして、事務局としての考え方を整理

して、ご説明しました。 

 この点につきまして、簡単にご説明しますと、本市の条例や計画などにおきまして、 

その対象となります者を、本市に居住する者、滞在する者等をまとめて広く指します 

場合、一般に「市民」という表現を使っておりますことから、本市の計画におきましては、

「市民」という表現を基本とすることといたしました。 

 但し、「地域住民」という言い方をする場合や、法律等で一種のキーワードとして使 

われております「住民の避難」や「避難住民」という場合におきましては、「住民」という 

言葉を使用し、また、「国民保護法」という場合の「国民」のように、法令等で定められ 

ているもの、あるいは法律の条文を引用する場合は、そのまま「国民」という表現を使 

用することといたしました。 

 「住民」「国民」という言葉を使用するのは、こうした箇所でございますが、逆に申しま

すと、それ以外は「市民」という言葉を使う、ということで整理したところでございます。 

 

 こうしたことをご説明した後に、計画の骨子案についてご説明いたしました。 

骨子案は、計画に主にどういった事柄を記述するのかという計画の骨格を示したもの 

でございまして、４０ページからなる資料に沿ってご説明いたしまして、そのうえで骨 

子案についてご審議いただきました。 

 お手元の「資料２」をご覧いただきたいと思います。委員の皆様からはこの資料にご

ざいますとおり 

①安否情報の提供に関するマスコミとの調整に関するご意見 

②外国人登録人口の区における比率に関する記述に関するご意見 

③ほぼ表裏一体の組織である「地域振興会」と「赤十字奉仕団」の表記に関するご意

見 

④警報を外国人に伝達する際の「言語」に関するご質問とご意見 

⑤援護を要する者として「外国人」が列挙されている箇所とされていない箇所に関す

るご意見 

⑥救援の実施に関して特に考慮すべき点などの明示に関するご意見 
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⑦関係団体が実施する救援措置に関するご意見 

⑧自助・共助・公助に関するご意見 

⑨市民に求める自助・共助に関する具体的な記述に関するご意見 

⑩救援を実施する職員との意見交換や協議に関するご意見 

⑪研修における国際人道法の啓発に関するご意見 

⑫経費負担の基本的な考え方と国に対する請求方法に関するご質問 

⑬市民の権利利益の救済窓口における対応措置に関するご意見 

このようなご意見・ご質問をいただきました。 

 そのうえで、骨子案でお示しした形で計画を編成することについて、部会として、ご

了解をいただきました。 

  

 次に、第２回企画部会でございますが、第２回企画部会におきましては、計画の素

案についてご審議をいただきました。 

 まず、審議に入ります前に、千葉県にございます明海大学外国語学部より日野壽

憲（ひの・ひさのり）先生にお越しいただきまして、「ロンドンテロと危機管理」という題

で、昨年７月にロンドンで発生しました同時爆破テロに関するご研究についてのご報

告をいただきました。 

 日野先生のご報告は、ロンドン市議会の「ロンドンテロ調査委員会報告書」に基づき

まして、テロへの対応がどうであったのかということを中心に、また、その背景にありま

す問題やその反省に立った取り組みなどが紹介されました。 

 その後、事務局より計画素案についてご説明いたしました。 

 

 まず、計画の名称としましては、「仮称」ということではございますが、「大阪市国民保

護計画」としたことにつきましてご説明いたしました。 

 これは、この計画が、本市が任意に策定する計画ではなく、「国民保護法」及び「大

阪府国民保護計画」に基づき策定するものでございますことから、それらの名称との

整合性を確保する必要性がありますこと、また、武力攻撃事態や緊急対処事態にお

いて、市民を避難させたり、避難した市民に救援を行うなど、本市が行う活動を一言

で言い表す言葉としましては、一般に「国民保護」が使われていること、こうした点を

踏まえまして、本計画の名称としましては「大阪市国民保護計画」とすることといたしま

した。 

 

 続きまして、素案の内容についてのご説明としましては、８月２２日版の素案の本文

が１１８ページございまして、その内容を逐一会議の場で説明することは時間の都合

上困難でありましたことから、お手元にございますＡ３判の「資料３」をご覧いただきた

く存じますが、この資料に沿って、ご説明いたしました。 
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 この資料は、先ほどご報告いたしました、第１回企画部会で委員の皆様よりいただ

いた骨子案に対するご意見等に関しまして、素案においてどのように記述しているの

かなどについて説明したものでございます。 

 この資料につきましては、既に皆様にご送付しているものでございますので、本日

は、その内容に関するご説明は省略させていただきたいと存じます。 

 

 企画部会におきましては、この資料に関しまして、あるいは、その他お示ししました

素案に関しまして、ご意見・ご質問をいただきました。 

 第２回企画部会におきます主なご意見等につきましては、「資料４」に記載しており

ます。 

「資料４」をご覧いただきたいと存じます。 

① 市内でテロが発生した場合、安否情報の一元化が必要であり、そこに聞けば何

でもわかる「被災者受付センター」というようなものを設置してほしい、というご意

見。 

②「武力攻撃事態への対処」が計画の記述の中心になっているが、現実的には、ま

ず「緊急対処事態への対処」について考えなければならないので、緊急対処事態

の方をメインに記述し、武力攻撃事態はそれを準用するという構成にした方がわか

りやすいのではないか、というご意見。 

③ 計画の構成については、全体のバランスや国の考え方もあり、大阪市だけの問

題ではないので、他の動きも見ながら検討してほしい、というご意見。 

④ 国防の問題まで包含する計画のように市民に誤解されてはよくない。国レベルの

問題ではなく、市民の局地的な問題に対する即応体制を作るということを打ち出し

ているものがあれば、市民に対して説明しやすい、というご意見。 

⑤ 法律では「武力攻撃事態」を基本として記述されているものを、計画レベルで「緊

急対処事態」がメインとなるように全部書き直すことにエネルギーを使うよりも、計画

は粛々と作り、市がもっと裁量を発揮できる実施マニュアル作成の段階で、より現

実的で実効性のあるものを、市民と一緒になって、きっちり作っていくという方に持

っていくことが大切である。実施マニュアルは、これまでの災害対処のノウハウの蓄

積を活用し、想定されるさまざまな事態の中から、切迫性の高いものから順次作る

ようにすべきである、というご意見。 

⑥ テロ等が発生した場合、応援職員の動員や自衛隊への派遣要請については、ど

の時点で依頼するのか。警察、自衛隊、消防庁との連携はどうなるのか。また、誰

が主体で活動するのか、というご質問。 

⑦ 災害時の体制に関するマニュアルは大阪府でもきっちりできており、国民保護に

も応用できるので、心配はないと思っている、というご意見。 
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⑧ 現地調整所に関する記述において、現場での動きがあまり明示的に記述されて

いない。どのくらい現場での動きについて説明するのかを検討されたい。できれば

「現地合同調整所」として、危機管理室が総合調整機能を発揮するようにするとよ

い、というご意見。 

⑨ 事態への対処は「時間との戦い」なので、マニュアル作成時には、例えば、事案

発生後１時間以内に現地対策本部を設置するといったように、「時間との戦い」を

念頭に置くことをできるだけ書き込んでほしい、というご意見。 

⑩ 北朝鮮のミサイル発射後、総連系の学校に通う学生に対する嫌がらせが起こっ

ている。武力攻撃事態等が発生した場合に、そういったことが起こらないよう、行政

が速やかに配慮した動きをとることについて検討されたい、というご意見。 

⑪ テロがあった場合、長期的な精神面での影響は、早い段階でケアするかどうかに

かかわってくるので、「心のケア」に関する記述について検討されたい、というご意

見。 

 こういったご意見・ご質問等をいただきまして、当日、会議の席でそれぞれについて

事務局よりご説明し、また、ご指摘いただきました点につきましては、事務局で検討す

ることとされたものでございます。 

 

 以上で、第１回及び第２回の企画部会における審議経過の概略についてのご報告

を終わらせていただきます。 

 

（議長：千福室長） 

  ありがとうございました。今、事務局から報告をしていただきました企画部会におけ

ます審議の経過の概略ということなのですが、これに関しまして何かご質問等ござ

いませんでしょうか？ ご質問がありましたらお受けしたいと思いますが、いかがで

ございましょうか？ 

特に今のところないという感じですので、それでは審議に移ってまいりたいと思いま

す。 

「（仮称）大阪市国民保護計画（素案）９月１２日版」につきまして、再度事務局から

ご説明をよろしくお願いします。 

 

 

（事務局：内藤住民保護企画担当課長） 

 それでは、「（仮称）大阪市国民保護計画（素案）９月１２日版」についてご説明いた

します。 

 お手元に「資料５」としまして、本日９月１２日版の計画素案を配布しています。この

内容は、８月２２日の第２回企画部会でご審議いただきました計画素案に若干の修正
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を加えたものでございます。 

 ８月２２日版の計画素案につきましては、同日付で、各機関の皆様方に意見照会さ

せていただいた際に、送付させていただいたものでございます。 

皆様方におかれましては、意見照会にあたり、ご多忙のところご協力を賜りましたこ

とを、この場を借りてお礼申し上げます。 

 この素案の内容につきましては、意見照会の際にご覧いただき、ご承知いただいて

いることと存じますので、全体のご説明は省略させていただきまして、８月２２日版から

の修正点についてご説明申し上げます。 

 

 まず、А３版の「資料６」をご覧いただきたいと思います。これは、意見照会でいただ

きました各機関の皆様からのご意見等をとりまとめたものでございます。 

 ご意見等につきましては、まず、１の、指定地方公共機関としての「大阪海上保安監

部」さんの表記でございますが、ご意見のとおり、「第五管区海上保安本部（大阪海

上保安監部）」とさせていただいております。 

 ２の阪神高速道路の供用している路線の距離につきましても、ご意見のとおり修正

させていただいております。 

 ３の「その他の関係機関」につきましては、指定公共機関・指定地方公共機関は含

まれておりません。同機関に対する警報の通知につきましては、大阪市からではなく、

国民保護法に基づきまして、国又は都道府県から通知されることとされております。 

 ４の「海上保安監部」又は「海上保安監部等」の記述に関しまして、「等」につきまし

ては、自衛隊さん等のその他の機関を意図したものでございます。 

 ５の「運送事業者に運送の求めをする際の調整事項」としましては、右の欄に記載し

ておりますような調整が想定されるところでございます。 

 ６の「救援物資の運送の求めを行う指定公共機関・指定地方公共機関」につきまし

ては、法律に「その事業に係る」保護措置の実施に関し要請をすると定められていま

すことから、旅客運送事業者は含まれないものと考えております。 

 ７の「海上保安部長等」の記述に関しましては、ご意見のとおり修正させていただい

ております。 

 

 意見照会の結果にかかる素案の修正等につきましては、以上でございます。 

 引き続きまして、第２回企画部会においていただきましたご意見等を踏まえまして、

８月２２日版の計画素案をどのように修正しているのかなどにつきましてご説明申し上

げたいと思います。 

 お手元の「資料７ 第２回企画部会の意見等にかかる計画素案における記述等に

ついて」をご覧いただきたいと存じます。 
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 まず、１としまして、「テロが発生した場合の安否情報の一元化と、照会窓口」に関す

るご意見についてでございますが、右端の備考欄に記載しておりますのは素案本文

の記述でございますが、「収集の方法」のところにございますように、本市といたしまし

ては、収容避難所や市の関係施設から安否情報を収集しますほか、府警察をはじめ

関係機関の皆様に協力をお願いしまして、できる限り安否情報を収集して参ります。 

 収集しました安否情報につきましては、市の内部で整理いたしますが、ご指摘の趣

旨を踏まえまして、資料の中央・左側にござます「素案（9 月１２日版）における記述」

の欄にございますように、アンダーラインを引きました「一元的に整理する」という文言

を追加いたしました。 

 なお、一元的に整理しました安否情報につきましては、右端の備考欄の下の「安否

情報の照会の受付」の記述にございますように、市で安否情報の照会窓口を設置し

まして、市民に周知することとしております。 

 

 次に、２ページでございますが、「緊急対処事態の方をメインに記述し、武力攻撃事

態はそれを準用するという構成にした方がわかりやすいのではないか」というご意見

についてでございますが、右端の備考欄に記載しました素案の「計画の目的」にござ

いますように、本計画は、国民保護法に基づき策定するものでございまして、同法が

武力攻撃事態を基本としています以上、私どもとしては、やはり、計画の記述におき

ましては武力攻撃事態を基本として、緊急対処事態につきましては、その定めを準用

するという構成をとる必要があると考えております。したがいまして、計画の構成は原

案どおりとさせていただきたいと考えております。 

 もちろん、「現実的には、緊急対処事態への対処について考えなければならない」

ということにつきましては、ご指摘のとおりと考えておりますので、その点に関しまして

は、この計画本体の中ではなく、会議の中でご意見としていただきましたように、備考

欄の下の方に記載しております、具体的な実施手順などを定める「実施マニュアル」

を作成する段階で、ロンドンテロのような爆破テロや地下鉄サリン事件のような化学テ

ロなどの事例を踏まえ、より切迫度の高い事態例から順次、現実的で実効性のあるも

のを作っていきたいというふうに考えております。 

 一方で、計画素案の記述におきましては、この「緊急対処事態への対処」の章が、

なぜ計画の中で「第１編」に置かれ、どういう意味を持っているのかにつきまして、必

ずしも明確ではなかったと考えておりますので、そうした点がもう少し明確になるよう、

記述を整理したところでございます。 

 

 国民保護法では、第１章から第７章まで武力攻撃事態に関する事項について定め、

緊急対処事態につきましては第８章で、それらの規定を準用するとされております。

そのことにつきまして、本市においては、特に緊急対処事態に留意する趣旨から、計
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画の最後にやっと緊急対処事態への対処に関する記述が出て来るのではなく、最初

から、緊急対処事態を意識してこの計画を見ることができますよう、武力攻撃事態へ

の対処にかかる具体的な記述が出てまいります「第２編」の前の「第１編 総論」のとこ

ろに、計画全体にかかわるルールのようなものとして、「緊急対処事態への対処」に関

する定めを置いたものでございます。 

 そこで、その趣旨を踏まえまして、まず、中央・右側の８月２２日版の素案における記

述では、２ページの「１ 基本的事項」と３ページにございます「３－(１) 緊急対処保

護措置の実施に関する基本的事項」と２つに分かれておりました「基本的事項」を、２

ページ中央・左側の９月１２日版のところでは、一つにまとめました。 

 ここの箇所では、まず、緊急対処事態につきましては、法律では、武力攻撃事態等

への対処に関する規定が準用され、また、事態への対処についても、武力攻撃事態

への対処に準じて行う、ということについて記述したうえで、アンダーラインを引いた部

分でございますが、「本計画においては、第２編以下に武力攻撃事態等への対処に

ついて定め、緊急対処事態に関してはそれらの記述を読み替えるものとする。」という

文言を追加しまして、用語の読替え表をその下に置いたところでございます。 

 すなわち、「武力攻撃事態をメインに定め、緊急対処事態については、それを準用

する」という法律の趣旨に沿いまして、この計画は記述するものでございますが、以降、

緊急対処事態については、用語を読み替えながら、読んでいただきたいということを、

ここで表現したものでございます。 

 

 また、緊急対処事態に関しましては、基本的には読み替えるものでございますが、

その際、あらかじめ留意しておかなければならない点につきまして、３ページにござい

ますように、「３ 緊急対処事態への対処にあたっての留意事項」という項目を新たに

置きまして、そこに記述することといたしました。 

 まず、「(１) 国の事態認定前の対処」でございますが、「緊急対処事態は、突発的

に発生し、発生当初は事故との判別が困難なことが多いと考えられる」という緊急対

処事態の特徴とも言うべきことを、まず記述しまして、そのうえで、国の事態認定がな

ければ、法に基づく措置は実施できないが、その前であっても、本市としては、市民

の安全を守るため、現場において初動的な被害への対処が必要でありまして、その

場合には、本計画第２編の「原因不明の事案が発生した場合」の定めに従い、地域

防災計画又は危機管理指針等に基づき、迅速に対処するということにつきまして、留

意事項として記述いたしました。 

 また、４ページでございますが、アンダーラインを引いた部分、(３)の「事態が長期

にわたることを前提とした措置」、並びに、(４)の「国際的な武力紛争に適用される措

置」、これらにつきましてはいずれも緊急対処事態の場合には準用できない事項でご

ざいますので、誤解のないよう、詳しく記述することといたしました。 
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 「第１編第６章 緊急対処事態への対処」につきましては、以上のように記述を修正

いたしました。 

 

 続きまして、５ページの３でございますが、「『現地調整所』に関する記述において、

どのくらい現場での動きについて説明するのか、また、できれば『現地合同調整所』と

して、危機管理室が総合調整機能を発揮するようにしては」というご意見についてで

ございますが、事態が発生した場合の現地での動きに関しましては、発生する事態

の種類や規模によりまして、さまざまなケースが想定されますために、基本的な枠組

みを示すことを目的としました本計画におきましては、あまり詳細な記述は難しいと考

えておりまして、現地での具体的な動きにつきましては、先ほども申し上げた実施マ

ニュアルの段階で記述することとしてまいりたいと考えております。 

 しかしながら、素案の記述からある程度の具体的なイメージがわきますように、「９月

１２日版の素案における記述」のアンダーラインの部分にございますように、参加が想

定されます関係機関の名称や、現地調整所の構成、また、その主な役割などについ

て、記述を追加することといたしました。 

 また、「現地合同調整所」という名称についてでございますが、調整所には関係機

関が集まるということでは、合同であることについて、ご指摘のとおりでございますが、

名称といたしましては、既に大阪府の「ＮＢＣテロ対処の連携指針」や国からの通知文

書などで使用されております「現地調整所」という名称が本市では一定定着しており

ますことから、名称につきましては、原案どおりとさせていただきたいと考えておりま

す。 

 ただし、現地調整所が、関係機関が参加して設置されるイメージがより伝わりますよ

うに、そこにお示ししているような「図」を入れますとともに、本市としまして一定の役割

を果たすため、市対策本部から職員を派遣することについても記述したところでござ

います。 

 

 次に、６ページでございますが、４の「北朝鮮のミサイル発射後、総連系の学校に通

う学生に対する嫌がらせが起こっているが、武力攻撃事態等が発生した場合に、そう

いったことが起こらないよう、行政が配慮した動きを早くとること」に関するご意見につ

いてでございますが、そういったことを念頭におきまして、被災情報の「公表・情報提

供等」項目の中におきまして、「市民の安全の確保、不安の軽減、混乱の防止などを

図るため、被災情報のほか、事態の推移、保護措置の実施状況、留意事項等につい

て、市民に対して適時に、正確かつ積極的な公表・情報提供等に努める」と記述して

おります。 
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 最後に、５の「テロがあった場合の心のケア」に関するご意見についてでございます

が、この点につきましても、そういったことも意識しまして、「心の健康相談等の実施」

の項目の中におきまして、「災害による心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）などに対応

するため、心の健康に関する相談窓口を設置する。」と記述しております。 

 

 以上が、第２回企画部会におきますご意見等を踏まえて記述を修正した箇所、並

びに、ご意見等に関して記述している箇所でございます。 

  

「（仮称）大阪市国民保護計画（素案）９月１２日版」につきましての説明は以上でござ

います。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

（議長：千福室長） 

 はい、ありがとうございました。ただ今の事務局からの説明に対し、何かご質問等ご 

ざいましたら、ご発言をお願いいたします。 

 事前に皆様方のセクションの方に資料等を送り、直させていただいた部分、あるい 

は前回のご意見を元に直した部分、企画部会につきましてはご意見をいただきました

皆様への説明は一応済んでいるのですか？ 

 

（事務局：内藤住民保護企画担当課長） 

 それは、次の協議会までの間にしたいと考えております。 

 

 

（議長：千福室長） 

 そうしますと、今回の議論も踏まえて、２２日の協議会までには企画部会としていた

だいた意見と調整をして、そういったことも踏まえましてご意見を今から頂戴してまいり

たいと思います。 

 それでは、今、以外のことも含めまして、議題（２）に「その他」と書いておりますが、

全体を通じまして、私どもの国民保護計画策定に際しまして、諸々のご質問やご意見

等ございましたら、お伺いいたしたいと思いますが、いかがですか？ 

 

特にご意見がないようでございますが、皆さんがそれぞれのところへお帰りになら

れまして、文言修正等ありましたら、一応２２日までに間に合うようにご意見を賜わりま

したら個々に修正してまいりたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいた

します。 

それでは最後になりましたが、今後のスケジュールにつきまして、事務局よりご説明

をお願いいたします。 
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（事務局：内藤住民保護企画担当課長） 

 今後のスケジュールにつきまして、ご説明申し上げます。 

本日、ご説明いたしました計画の素案９月１２日版につきまして、9月２２日に開催す 

る第 2回協議会でご説明する予定となっております。 

 この、第２回協議会の後の、１０月にパブリックコメントを実施しまして、広く市民の

方々よりご意見を頂戴して参りたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 

（議長：千福室長） 

 それでは全体をとおしまして、何かございませんでしょうか。特にございませんでしょ 

うか。 

  本日は事務局と実際に皆さんから協議をしていただいている方にお集まりをいただ

いているわけでございますが、本日の会議以降も、そういう意味では忌憚のない意見

を頂戴しながら仕上げて参りたいと考えておりますので、今後とも何なりと、ご意見を

いただくなり、ご指摘をいただきたいとお願いいたしまして一応議題を終了させてい

ただきたいと思います。 

 今後とも協議会等の円滑な推進にご協力をお願いいたしまして事務局の方にマイ 

クをお返しいたします。 

 

（事務局：横関危機管理担当課長） 

 どうもありがとうございました。以上をもちまして、「大阪市国民保護協議会 幹事会」

を閉会とさせていただきます。 

 本日はお忙しい中、どうもありがとうございました。 

 


